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ir分の L地質図望 春苅古丹 (網走ー第 41 号〉

北海道立地下資源調査所

北海道技師三谷勝利

同 杉本良也

同 国府谷盛明

同 松下勝秀

はしがき

この図幅説明書は，昭和 35 年と 36 年の両年にわたって実施した野外調査の結果を取り

まとめたものである。

野外調査に際しては，地域を分担した。三谷は，春苅古丹川以南の地域，国府谷は，遠

音岳をふくむ春苅古丹川以北の地域，松下は，植別川・陸志別川上流地域，杉本は，峰浜

図幅の隣接部地域および鉱床を，それぞれ担当した。

なお，北海道大学魚住'悟助教授は，三谷とともに現地調査に参加し，新第三系の層序の

確立に協力した。厚く謝意を表する次第である。

この地域は，濃霧地帯で晴天の日が少なし、。加えて道路網のない山岳地帯であるため，

野外調査の結果については，意に満たない点が少なくない。

図幅地域は，東部北海道のグリーンタフ地域にふくまれ，新第三紀の地層および火山岩

類が広く分布している。また，脊稜部には，千島火山帯にぞくする第四紀の火山岩類も，

かなり発達している。したがって，この地域の地下資源としては，賎金属・褐鉄鉱・硫化

鉄鉱・硫黄鉱床があげられるが，現在のところ，あとの 2 者の発達がいちじるしし、。それ

らについては，調査報告が公表されている。また，一般地質については，門倉三能・北海

道総合開発委員会の調査報告がある。

I 位置および交通

この図幅のしめる地域は，北緯 43°50/~44°，東経 145つ~145°15' で，知床半島基部の東

部をしめる。行政的には，北西隅は，網走支庁の斜里町，そのほかは，根室支庁の標津町
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第 1図位置図

斜里岳今、、

サマヶ!
文アリ山A

....〆

と羅臼町とに，それぞれ

稜線あるいは河川を境と

してわかれている。

村落は，海岸線ぞいの

沖積原および段丘堆積面

上に発達し，主として，

漁業と農業に従事してい

る。

この地域は，北海道の

3 大暗黒地帯の一つにか

ぞえられるだけあって，

海岸線にそう道路が唯一

の交通網であるが，四季

を通じて，パスが運行し

ている。また，最近，森

林資源の造成のため，各

河川にそって林道が開さ

くされつつあるので，将

来は交通網にめぐまれる

ようになろう。

II 地形

この図幅内の地形を概観すると，基盤岩相と密接な関連をもった，つぎの四つの地形区

に区分することができる。

@ 解析山地区

@ 火山性山地区

の平坦段丘地区

@ 沖積低地帯

④の地形区は，図幅の 3 分の 2 以上の地域をしめている。新第三紀の火山砕屑岩類およ

び堆積岩類がしめす地形であって，基盤の構成岩相の相違が地形上によくあらわれてい

るむすなわち，この地区は，ほかの地区にくらべて解析作用がかなり顕著であり，一般に，
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火山砕屑岩類の分布する地域では，地形は急峻であって，河川も，多くの滝をともなった

V字谷をつくる場合が多い。植別川が，この代表的なものである。これに対して，堆積岩

類の分布する地域では，小沢がし、ちじるしく発達している割合に，地形はゆるやかで，河

川も U字谷を形成している η

@の地形区は，おもに，第四紀の火山岩類の発達する地域であって，脊稜山系として，

ほぼ NE--SW 方向に連なっているの

④の標高 700m 前後の解析山地を基底として，標高 1 ， 330.5 m の遠音別火山がある。遠

音別岳の北西麓は，ほぽ円錐形の火山形態をとどめているが，これに対し，東南方は，急

崖を形成しているつこの急患は，山頂部より東南方に連なり，東南に口を聞いた，馬蹄形

の急崖を形成している。侵蝕と崩壌がし、ちじるしく進み，明瞭な火口の地形は，残されて

いないのこの馬蹄形の急崖の東南には，広く，比較的ゆるい傾斜の平坦な地形が発達して

いるのこの地域は，濯木や笹が叢生し，諸所に沼や浪地を形成しているつ全体には東南に

ゆるく傾斜しているが，地形は複雑で，崩壊性地とりにより，階段状の滑落が，沼沢群を

形成しているの山稜部には，一見，二重山稜状の地形を呈しているが，詳細は不明であ

る。春苅古丹川の東部には，標高 600m から 3∞mにわたり，平坦な地形が発達している

が，この平坦な山地は熔結凝灰岩で、おむわれているつ

第 2 図 陸志別川上流より遠音別岳を眺む
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のの地形区は，海岸に面して，海車線に斜交する NE~SW 方向の延長をもって発達す

る平坦段丘台地である。この平坦面は，標高 20~80m と loo~180m との互に連続関係を

もった二つの緩斜面に大別される。前者は，地質上の第 2 段丘，後者は第 1 段丘に，それ

ぞれ一致し，両者とも喋層を主体にした堆積物をのせている。

@は，植別JII ・陸志別川そのほかの大きな河川 I，および海岸地帯に発達する現河床氾濫

原低地である。海岸低地は，汀線から 50-200m の幅のせまい範囲にかぎられ，すぐ背後

に，段丘崖がせまっている c

河川流域の低地も，のの平坦段丘地形の広く発達する南西区域では，広く，かつ，奥地

にまではいりこんでいるが，北東地域では，下流域の小区域にかぎられている。

水系は，すべて南東~東流して，根室海峡にそそいでいる。主な河川は，精神川・春苅

古丹川・陸志別川・植別川などで，大小多くの支流をともなっている。これらの水系は，

段丘堆積物の発達する区域では，ゆるい傾斜をもっているが，それ以外のところでは，河

床の傾斜がかなり急で，多くの滝をつくり，水流も急流である。とくに，植別川では，流

路内に延長数 km にわたって函をつくっている。

III 地質

III.1 地質概説

この地域を構成している地質系統は，第 1 表のよう区分され，新第三系およびそれ以降

の地層と火山岩類とで構成されている。

新第三系の最下部をしめる忠類層は，局部的な発達をしめし，標式的なグリーンタフ岩

相からなる。岩質は，石英組面岩質緑色凝灰岩である。

忠類層の上位には，基性~中性の火山砕屑岩を主要構成員とする奥薬別集魂岩層が，整

合して発達し，西部地域に分布する。

この集塊岩層とほぼ同時代の越川層は，おもに硬質頁岩相で構成され，図幅全域にわた

り，比較的広く発達している。

この越川層を斜交不整合におおって，基底岩相と泥岩相とに細分される幾品層が，図幅

の東部地域に発達する。この上位には，砂岩・磯岩を主要構成員とする陸志別層が，累重

している。

筆者らは古生物学上の資料にとぼしいが，この幾品層基底の斜交不整合を鮮新世地層の

下限としている。

これらの地層を不整合におおって，鮮新世?に相当する崎無川集塊岩とオタフケ岩集塊
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第 1 表地質総括表

模式住状図 |記号| 岩相および岩質

コ:i:にじ・::fU|Al |除砂，粘土.火山灰

蕊33:お~~1 T I安山岩塊，砂

れぬた許idf|sp| 軽石

三~~~.:;三三....，叫 Rt I防砂.粘土
三ぷぷょこ~-"I TI I ほ砂.粘土，火山灰
勺口三メパ I WtI安山岩質熔結凝灰岩

手-~t~;·.:·;~;:'~: i:~ ~~・:·:，d OmI安山岩塊、砂

三三三斗 Tz I 崎砂
+ー+ー+ー+ー+斗 0 , I 紫覇軍頓石普通語石宮山右

AA I'\ ハハハ I 0. I 普通輝石紫篠崎石音山杭

)(xxxxxlo, I 会カA.c，ん石紫続縄石蕗 B週刊 fJ I~ 山 t;

'L'Y~V ~V vI0 , I 紫許婚石普通婦 t1-~111r

磁極趨滋滋鑓鐙匁 0 ， I 普通楯石掌健輔石若山 i:

1 ， 091.・伽熔岩 i 三ぷ三ぷ lOt I 含力川九時酬石山石山

薫 別 層 r~bS:三五五き去三$J K I伶仕入粘土脱，入山伏
1:(~ >O~·.~: ‘\・Ii: ;ci.:~;':dは。 I I

引引差無異一川オタフケ岩 1.0.予付予~ .6，'"ぶ LJAJ I崎質安山岩 |普通婚時札

計什集塊岩|集塊岩 I:公2C忘れ~IAsIAol 質問岩 122
.---- ---1..::: 6•ふ :.o. 6..~ 己 4-:-;'~I Ra I 集塊宕層 I 1;山由信基坤穴

鮮 l 陸士別層 ぞ日誌をMf Rc I 機質岩相 1itt:. 雨戸
新! 長三主主 5主主語 Rs I 砂髄岩相 l例，印刷白山

l 巨主主主主主主主語 1 k I,it: 宥 相 |油.自治臨む

新 l 世|幾 品層手話芸羽 1 b I 基底岩紹 1蒜225

第 I ~III ~ Fii~Zーペ主~4芸ikf
中 I -----信手手企.~:手手司~ OKa/，!醐守角様--=:t--ーーι |
I 1会2222t三二週.&UI峰快君子里tぞ竺·'1' 1 11 古「

l企..~可叫 /Kb 1 ーす一一一一~.-戸ーで一一戸ーー一

新 l 麟別集塊岩層 l父必;~~1割 Do (d)1市一' 再 l 集塊岩，緑色町
IvvvvvVV 明I.H I フ.. I
LLvvvvvvも叫 O民p 1 熔岩・集燦岩相 l ブロピライト.

F二子一~~ \l v_剖 n.ωI I 泥岩.砂岩
IVVVV 'Fャ=守=マ明 LJtl\ t: J. I
IVVVVVVVV

忠 類 層 l;;二 Jに弓;1 ULi 1 石英町岩質緑色誕灰岩

時代 l 地層名

沖 積 層

神
崖錐堆積物

積
標 i掌浮石層

第 i 世
河岸段丘堆積物

第二段丘堆積物 .
四L~I 遠音附凝灰岩
洪 泥流堆積物

紀 l積 I 第一段丘堆積物

遠音別岳火山

世'
噴出物

紀

世

備考

/地変

化|黄

鉱'床

賦賦

存存
帯答

①:角機4疑灰岩.硬質頁岩相

②:石英坦面岩質集塊岩栴

a 集線岩.角磯‘疑灰岩.誕灰岩.泥岩.誕灰質砂む.搭岩

b: 石英粗面岩質角喋凝灰岩.集塊岩

c 角穣‘廷灰岩.浮石質‘廷灰岩.遜灰質砂岩

(d):粗粒玄武岩 (eJ: 石英安山岩

岩が，凶幅の南西隅と東北隅に，それぞれ分布し，中性岩の火山活動で特徴づけられる。

第四紀層は，火山岩類・段丘堆積物・火山灰および沖積層などである。

火山岩類は， 1,019.6 ill 熔岩・遠音別岳火山噴出物で，輝石安山岩からなる。なお，出

所不明の同質熔結凝灰岩もみられるのこれらの各火山は，脊稜部に位置し，千島火山帯の

西南部にあたり，国後島と雁行する一つの弧状配列として取扱われるもので阿寒知床帯に

属する。

段丘堆積物は，第い第2 段丘堆積物に，それぞれ区分され，海岸線にそって発達す

る。
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また，これらの段丘堆積物を不整合におおって，南東隅の丘陵ないし平坦地区には，標

津浮石堆積物が，比較的広範囲に発達する。

III.2 地質各説

III.2.1 新第三紀層

III.2.1.1 忠類層

1953 佐々保雄:忠類層〉

模式地: 武佐岳図幅の忠類川流域

分 布: 陸志別川上流の隣接峰浜図幅との境界付近に，小規模に分布しているの

構造: この図幅では不明であるが，隣接峰浜図幅の状態からみて，背斜状ドーム構

造をしめしていることがうかがわれる。

関 係: 最下位の地層で，上位の奥薬別集塊岩層の最下位をしめるプロピライト質熔

岩・集塊岩相とは，整合である。

層 相: 隣接峰浜図幅では，石英粗面岩をともなうが，この凶幅では，石英組面岩質

禄色凝灰岩だけからなる。一般に，淡緑色を呈し，石英の徴粒が散在する。ガラスの一部

は，繊維状の緑泥石や炭酸塩鉱物・粘土質物におきかえられており，石英は，融蝕形ない

し破片状の稜角形をしている。

III.2.1.2 奥薬別集塊岩層

1962 杉本良也ほか:奥薬別集塊岩層

模式地: 植別川中流および陸志別川中・上流流域

分布: この図幅内でもっとも広い分布範囲をもっている。とくに，春苅古丹}f[から

南側の地域で発達がいちじるしい。北側の地域では，背主、↓紬の頂部および上位の越川層の

一部と指交して，小さな規模でそれぞれ発達しているの

構造: ほぽ， N10° ，--40°£ ・ 10つ ---30~SE の走向・傾斜をもった単科構造をとってい

るが，図l幅の北部地域では，局部的に背斜構造を作っている。

関 係: 下位の忠類層とは，緑色凝灰岩，プロピライト~プロピライ}質基性安山岩

を挟在する量比で区別した。したがって，岩相は漸移関係をもっている。

層 相: 集t鬼岩，角喋凝灰岩，緑色凝灰岩，プロピライト，安山岩質熔岩などの火山

砕屑岩から構成されており，泥岩，凝灰質砂岩，凝灰岩，硬質頁岩などをともなってい

るつ

プロピライトは，堅硬轍密で，暗緑色ないし暗蹴色をしている。いましば，柱状節理が

発達しており，小規模な硫化鉄鉱の鉱染帯がともなわれるの
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鏡下では，斑品として，長径 O.6~1 mm の白形柱状の斜長石が多く，ついで緑泥石で交

代された普通輝石がみとめられる。また，有色鉱物が，まったく緑泥石で交代され，原鉱

物不明なものもあるっ斜長石は，男開ならびに結晶の周辺部から曹長石・炭酸塩鉱物・紋

泥石におきかえられ，一部には，輪車15 をとどめていないものもあるつとくに，あとの 2 鉱

物による置換がいちじるしい勺ときには，緑簾石や絹雲母の集合作にかわっていることも

あるつ

石基は，偽填間組織~ハイアロピリチック構造を残しているが，これもまた炭酸塩鉱物・

緑泥石でおきかえられ，不規則粒状形の鉄質物・粘土質鉱物を随伴する σ

原岩は，玄武岩質安山岩・玄武岩に相当し，粗粒玄武岩もある。

集塊岩は，堅硬な熔岩状のものと粗穏な凝灰質のものとがみとめられるつ瞭は，人民大

以下の角喋が大半であるが，ときには，径 1m 以上のものもふくまれているつ粗緊な岩相

のなかには，浮石質凝灰岩・凝灰質砂岩・泥岩を不規則にふくんでいる σ 岩村j上，プロピ

ライトの上位の集塊岩は，暗黒色を呈する撤密な変質安山岩で、特徴づけられ， J二 i制VIの大

部分は，ほとんど変質していない輝石安山岩となっている。ときには，行英粗岩質集l鬼岩・

角喋凝灰岩もみとめられる。

第 3 図 陸志別川における奥薬別集塊岩層の上部集塊円十日

(多くの場合断崖・滝を形成する)
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変質安山岩の鏡下における構成鉱物は，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石を主体とし， 2 次

鉱物の緑泥石・曹長石・炭酸塩鉱物や鉄質物・粘土質物を随伴する。

石基は，ガラス基流品質であるが，ガラスの一部は， 2 次鉱物でおきかえられている。

ときには，空隙部を玉髄や緑泥石が充填している。

上部相の岩石を鏡下で観察すると斑品は，斜長石〉普通輝石からなり，斜長石斑品は，

白形卓状で，比較的新鮮で，曹長石化作用はうけていない。普通輝石は，短柱状ないし粒

状で，周辺はわずかにピナイト化している。

石基は，ピロタキシチック構造をしめし，普通輝石の粒状結晶が少量ある。カ、ラスは，

淡緑褐色の緑泥石化している。

石英粗面岩質集塊岩・角傑凝灰岩は，淡緑灰色を呈し，流理様構造が楚達した，そしよ

うな岩石である σ 角礁は，大部分が石英粗面岩で，安山岩礁がごくわずかにある。石基も，

石英粗面岩質の凝灰計および軽石である。

斑品は，斜長石>石英からなり，有色鉱物は，ほとんどないc わずかに変質した仮像がみ

られるだけである。ともに破砕片である。斜長石斑品は新鮮で曹長石化作用はうけていな

し、。

石基は微細な石英からなり，軽石はおしつぶされて轡曲し，熔結凝灰岩様の構造をしめ

している。割れ目やキャビティーは，淡黄色の緑泥石で埋められている。

角礁凝灰岩は，灰褐色~暗緑色の粗霧なもので，浮石擦をまじえている。礁は，大部分

が径 5cm 以下の普通輝石安山岩角礁であるが，ときには，石英組面岩の角礁から構成さ

れたものもみられるのまた，緑色の浮石質凝灰岩，黒色のスコリア，凝灰質砂岩・泥岩の

亜円喋や不規則な形をしめした岩塊をふくんでいる。

緑色凝灰岩は，淡緑色~灰緑色の浮石質な塊状の岩相のものである。岩質は，下位の忠

類層にふくまれている酸性凝灰岩と同じである。

硬質頁岩および泥岩は，上位の越川層の構成岩相と同じである C 厚い連続性のある地層

として発達しているものはほとんどない。

この地層は，地層接触状態からみると，越川層の一部と指交する関係をしめしており，

越川層とは，同時期の異相の関係をもっている。したがって，火山砕屑岩類の卓越した岩

相を奥薬別集塊岩層とよんで越川層と区別している。指交する状態は，春苅古丹川流域お

よびこの北側の地域で観察することができる。

この地層は，大きくみて，聞に越川層に相当する岩相をはさんで，下部のプロピライト質

安山岩をふくむ集塊岩，熔岩，緑色凝灰岩をともなった集塊岩・熔岩岩栢と，上部の角磯
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凝灰岩・集塊岩岩相とに区分できる。

下部の岩相は，集塊岩，熔岩，プロピライト質岩，緑色凝灰岩がおもな構成岩であって，

凝灰質砂岩，泥岩，硬質頁岩，角喋凝灰岩などを各所にはさんでいる。とくに，この部分

の上半部には，砂岩，泥岩，角喋凝灰岩などの乱堆積様互層が発達している。

なお，硬質頁岩や泥岩の卓越した岩相が，この下部相中に数帯はさまれているが，いず

れも連続しないものであるわ

上部の岩相と下部の岩相との間には， 300m ていどの厚さの越川層に相当する硬質頁岩・

角喋凝灰岩岩相が発達している。

上部の岩相は，集塊岩，熔岩，角喋凝灰岩，粗緊集塊質岩などの卓越した部分，角喋凝

灰岩，凝灰岩，砂岩，泥岩などの卓越した部分が不規則に互層している。これらの火山砕

屑岩の多くは，輝石安山岩質であるが，石英粗面岩質集塊岩や角喋凝灰岩から構成された

部分もふくまれている e とくに，春苅古丹川から北側の地域では，同じ層準の岩相として

石英組面岩質火山砕屑岩が追跡できるとそれで，この部分は，地質図において，区別して

取扱った。

この上部の岩相は，春苅古丹川を境にして，その北側では，火山砕屑岩類の発達は悪く

なっているが，越川層の硬質頁岩・泥岩岩相と指交関係をもって互層している。一方南側

では，指交関係はみられず，厚い火山砕屑岩類が発達している。

すなわち，この上部の岩相は，いちじるしい岩相の地域的変化をしめしている。

層 厚: 陸志別川流域では，下部の岩相が 1 ， 300 m 以上，上部の岩相が 500m 前後の

厚さをしめしている。

III.2.1.3 越川層

1962 杉本良也ほか:越川層

模式地: 春苅古丹川流域

分 布: 陸志別川から北側の地域に広く発達しているが，とくに，春苅古丹Jl Iから北

側の地域に，良好に分布している。

構造: おもに， N lOo~50oE ・ 200~400SE の走向・傾斜をもった単斜構造をしめし

ているが，春苅古丹川の北側では，背斜および向斜構造をつくっている。なお，植別川上

流域で，断層によって局部的に転移し， N20o~30oW. 100~40GSW の走向・傾斜をしめ

しまた，陸志別川上流域では， N10o~30oW の走向をもった小規模な背斜および向斜構

造が発達している。

関 係: この地層と奥薬別集塊岩層とは，構成岩相のちがった同時期の地層であって，
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一部の岩相は，指交関係をもっている。また，この地層と，奥葉別集塊岩層の下部の岩相

とよんだ部分との境は，厚い硬質頁岩の下底で両地層を境しており，地層境界は，同時間

面を意味していない。

層 相: おもに，硬質頁岩と泥岩から構成されており，凝灰質砂岩，堅硬凝灰質泥岩，

凝灰岩および角喋凝灰岩をともなっている。

硬質頁岩は，暗灰色で，厚板状の層理が発達している。かなり凝灰質である。風化する

と，角板状に破砕するが，ときには，介殻状断口をとるものもあるつ

泥岩は，暗灰色で，やや硬質である。一般に塊状であるが，板状の層理をしめすものも

多い。分級は悪く，砂粒や細礁をまじえているつ風化すると，黄褐色の年輪状縞目模様が

できるものもみられる。

凝灰質砂岩は，中粒~細粒のもので，やや硬質である。ときに，粗緊な砂岩をともなっ

ている。浮石喋や安山岩角礁をふくんでおり，これらが縞目状~偽層状の葉理面にそって

並んでいるものがみとめられるつ

凝灰岩には，浮石の多い粗鷺なものと，やや硬質な泥質のものとがある。後者は，灰白

色で角板状層理がある。

堅硬凝灰質泥岩は，暗飴色の斑璃質泥岩であるつひじように堅硬で，破砕面は介殻状~

樹脂状断口である。一見黒曜石に類似しているつ

角操凝灰岩は，灰褐色~暗禄色の粗霧なものである。礁は輝石安山岩の角喋，浮石操，

スコリアなどであって，下位の奥薬思IJ集塊岩層中の同質岩と同じものであるつ

この地層は，図幅内では，地域によって累重の状態がかなりちがっているつ

模式地の春苅古丹川流域の層序では，この地層の最上部は，おもに硬質頁岩と泥岩で構

成された岩相であって，この下位に，硬質頁岩・泥岩・角喋凝灰岩から構成された岩相，

さらに，硬質頁岩・泥岩相が続いているの次は，奥葉別集塊岩層とこの地層の硬質頁岩・

泥岩相とが指交関係で互層する岩相が発達し，さらに，最下部の厚い硬質頁岩・泥岩・角

礁凝灰岩相が連なっている。

模式地におけるこの層序関係も，この北側のボン春苅古丹川流域では，かなり大きくち

がってきている。すなわち，模式地でみられた指交岩相部の集塊岩相の発達が悪くなり，

硬質頁岩・泥岩相がよく発達しているつこのような状態は，さらに，北側の精神川，知商

別川などでもみとめられ，北方にむかつて，漸次，火山砕屑岩類の発達は悪くなってい

る。

一方，模式地の南側では，越川層の上位に果重する幾品層基底の不整合によって，上部
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の岩相から漸次削剥され，陸志別川や植耳IJ川流域では，模式地における指交岩相に相当す

る部分の上位に発達していた地層は，まったく削剥されて，奥，葉別集塊岩層と幾品層基底

とが直接している c

また，模式地における指交岩相は，すぐ南側のl幌萌jJfII荒城では，硬質頁岩・泥岩相をまっ

たくはさまず，奥薬別集塊岩層に相当する集塊岩・角喋凝灰岩本目だけにかわっている。こ

の地層が，まえに奥薬別集塊岩層で、上部の岩相とよんだものである。さらに，この南側の

地域においても，同じ状態をしめしている。

陸志別JfI，植別川などの流域では，奥薬別集塊岩層で上部の岩相とよんだ地層の下位に，

越川層の最下部である硬質頁岩・泥岩・角喋凝灰岩相が厚く発達している。この岩相は，

模式地におし、て最下部に発達していた地層と同じものである。

化 石: 化石は泥岩や同球中からわずかに産出するが，鑑定の可能なものは，ほとん

どえられなかったのなお，春苅古丹川流域の泥岩中から，魚、骨をえたが，未鑑定である。

層 厚: 模式地において，奥，葉別集塊岩層と指交する部分の上位に発達する地層は，

模式地で， 700m の厚さをしめしているが，ここから南方にむかつて薄くなり，幌萌川で，

480m ，茶志別川で 100m ，陸志別川ではまったくなくなっている。

一方，指交部分の下位の地層は，陸志別川で， 300m 前後の厚さをしめしている c

III.2.1.4 幾品層

1962 杉本良也ほか:幾品層

模式地: 春苅古丹川口と幌萌川口との間の海岸崖。

分布: 模式地から植別川中流にかけて， NE-SW 方向の帯状の範囲を占めて発達

している。そのほか，松法から北側の海岸寄りの地域にもわずかに分布している。

構造: NlOc~40~E ・ 20つ~300SE の走向・傾斜をもった単斜構造をしめしている。

関 係: 下位の越川層とは，斜交不整合関係で接している。不整合の状態は，第 4 図

にみられるように，越川層上部の岩相を北から甫にむかつて削剥量を増しながら削ってい

き，南部の植別川や陸志別川流域では，上部岩相をまったく欠いて，この地層の基底は，

奥薬別集塊岩層と直接している。そして陸志別川付近における削剥量は， 700m 以上に達

しているケ

層 相: 全層を通じて，泥岩，砂質i尼岩が卓越しており，ほかに，砂岩，浮石質凝灰

岩，角喋凝灰岩などをはさんでいる e

泥岩は，暗灰色で塊状をしているが，やや硬質で厚板状の層理の発達したものも，みと

められる η 風化すると，淡灰色~黄褐色になり，また，茶褐色の年輪状模様ができてい
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る。浮石操，細喋，安山岩角片，泥灰岩団球などをふくんでいる。

砂質泥岩は，暗灰色~暗緑灰色の塊状岩であるが，偽層層理の発達していることがある。

分級が悪く，砂粒や円礁をかなりまじえいる。また，細粒~中粒砂岩を不規則レンズ状や

“むら雲状"岩相としてふくんでいる。浮石喋，安山岩角~亜角喋，硬質頁岩礁，団球など

をふくんでいる。

砂岩は，細粒砂岩と中粒~組粒砂岩とがある。前者は，帯青灰色~暗灰色のやや硬質岩

である。後者は，淡灰色~淡緑灰色で，粗震であって，偽層層理が発達している。両岩相

とも，分級が悪く，凝灰質であって，浮石礁，安山岩角喋，スコリア，円礁などをふくん

でいる。また，異質粒度の砂岩を不規則レンズ状にふくんでいるつ

浮石質凝灰岩は，灰白色で，浮石擦を多くふくんだ組粒な岩相をもっている。一般に厚

さは薄く，粗粒~中粒砂岩と互層していることが多い。

角喋凝灰岩は，下位の越川層中の同質岩と同じものである。

この地層は，基底部に，角礁凝灰岩，浮石質凝灰岩にとみ，凝灰質砂岩，泥岩をまじえた，

厚さ 70~90m の特徴のある岩相が発達している。そしてこの岩相中にはさまれた厚さ 3

m 以上の浮石質凝灰岩層は，鍵層として追跡することができるのまた，泥岩中に，硬質頁

岩の円礁をふくんでいる。この岩相は，幾品層の基底岩相として地質図で区別している。

この地層は，全層を通じて，泥岩，砂質泥岩が卓越しており，岩相の細分は困難である。

しかし概観すると，下部には，やや硬質で板状層理をもった泥岩が多く，上部には，砂質

岩相が目立っている。

岩相の地境的変化は，ほとんどみられない。浮石質凝灰岩や凝灰質砂岩は，全層を通じ

て，数帯みとめられるが， 1~2m の厚さであって，連続性がない。

なお，幌萌川口の北側の海岸崖に，灰白色の凝灰岩が， 5x15m 前後の半レンズ状岩相

で泥岩中にはさまれている。この凝灰岩相は，部分的に，堅硬で，流理構造様節理の発達

した石英組面岩状の岩相をしめしている。

化石: 化石は，わずかしか産出せず，鑑定可能なものは，あまりえられなかった。

Lucinomasp.

Conchocerabisecta(CONR.)

Diatomgen.etsp.indet.

層 厚: 春苅古丹海岸で 340m ，幌萌川で 310m ，植別川で 520m の厚さをしめして

いる。なお，基底岩相は， 60~90m 厚さで発達している。

111.2.1.5 中新世と鮮新世の地層境界
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中新世と鮮新世の地層の境をどこにとるかについては，北海道全域にわたって，今日ま

で，多くの論議がなされてきた。とくに，鮮新世時代を示準する化石である“ Fortipeden

u初加shii (YOK.)" をふくむ滝)11一本別化石動物群jt発見されていない地域で、は，両時

代の境とされている層準に，かなりの変化がみとめられる。

知床半島地域においても，今日までの調査では，鮮新世時代を示準する滝川一本万Ij化石

動物群は発見されておらない。したがって，鮮新世地層の下底についても，未解決にされ

てきた。

この図幅の西側に隣接する峰浜図幅において，筆者らは，幾品層の基底面がし、ちじるし

尺 ifll
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昌硬い;\':岩 日制服灰岩
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く不規則な面をもっており，また，基底部岩相中に，下位の越川層を構成する硬質頁岩と

同質の角~円形礁から構成された喋岩層が発達していることをのベた。そして，越川層と

幾品層との間に削剥時期が存在していたであろうことを指摘した。

この図幅内においても，第 4 図でみられるように，幾品層の基底面は，越川層の一部の

地層を，最厚 700m 以上も削剥していることが観察できる。この地域内では，越川層と幾

151層との地層境界面は露頭で観察できなかったが，基底部岩相中には，硬質頁岩の円礁は，

みとめられた。したがって，越川層の地層堆積後，削剥時期があって，幾品層の堆積が行

なわれたことは明らかである。

越川層の地質時代は，この地域からは化石が産出していないので確実ではない。しか

し近隣する地域でえられている資料からみて，中新世上部に属すると考えることができ

る。

幾品層は，隣接地域をふくめて，わずかではあるが化石を産出している。この化石種は，

どれも，中新世ー鮮新i吐を通じて見出されている種であって，古生物上では，地質時代を

決定する確実な資料とはならないものである。

*北海道における新第三紀の造構造運動史の中で，後中新世一先鮮新世地変の存在するこ

とは，広く知られているの

筆者らは，この地変に相当するものが，この図幅および峰浜図幅内で観察できる幾品層

基底の斜交不整合であると考えている。したがって，この不整合を鮮新世地層の下底と考

えたいわ

III.2.1.6 陸志別層(新称)

12)

1962 杉本良也ほか:知布泊層にほぼ相当

模式地: 陸志別川下流域

分 布: 幌萌 JII 口から南側の海岸，ポン陸志別Jl I ，陸志別Jl I，植別川などの下流域に

発達しているの

構 造: N25°~5)J E ・ 100~25°SE の走向・傾斜をもった単斜構造をしめしている。

なお，茶Jι日Ij川口付近では，小規漠な向斜構造をつくっている。

関 係: 幾品層とは，厚い塊状の泥質岩相の上限で境していて，地層は漸移している。

層 相: 細粒砂岩，凝灰質砂岩が卓越しており，喋岩，砂賃泥岩，凝灰岩，角礁凝灰

岩，集塊岩および小規模の熔岩などをともなっている c

細粒砂告は，陥灰色の塊状岩である c 風化すると，淡灰色で軟弱な岩椙になっている。

牢後稚内期一先滝川期地変と俗称されている。

一 14 -



分級が悪く，部分的に砂質泥岩相をしめしている。また，粗粒~中粒砂岩を不規則レンズ

状にふくんでいる。かなり凝灰質で，浮石礁を点々とふくみ，また，偽層層理にそって浮

石礁の縞目模様を形成している。安山岩角磯，細礁，スコリア，泥灰質団球などをふくん

でし、る。

凝灰質砂岩は，粗粒~中粒の砂岩であって，軟弱で，偽層層理をしめしている。浮石喋，

安山岩角喋，スコリアなどをふくんでいる。一般に， 1m 以上の厚さに発達することは少

ない。

凝灰岩は，灰白色を呈し，浮石礁を多くふくんだ浮石質組霧凝灰岩である。

機岩は，軟弱であって，粗粒から細粒までの喋岩の不規則互層状の岩相をしめしている。

礁は，亜円~亜角形で，径 10cm 以下のものが多いが，ときには， 1m 以上に達するもの

もみとめられる。礁の大半は，安山岩があるが，ほかに，硬質頁岩，砂岩，泥岩，凝灰岩

などもふくまれている。また，砂岩や泥岩のレンズ状岩相をふくんでいる。

構成礁の状態からみて，火山性磯岩状の岩相をもっている。

集塊岩は，おもに，粗緊な凝灰質集塊岩であるが，ときに，堅硬な熔岩状集塊岩相をも

った部分をふくんでいる。また，集塊岩の一部が熔岩相をしめしている部分もみとめられ

る。角喋は，暗灰色轍密な普通輝石安山岩である。

斑品は，斜長石>普通輝石からなり，斜長石斑晶は，約 O.5mm 長柱状白形結晶である。

普通輝石斑品は，科長石斑晶にくらべて，小型で粒状のものが多く，一部には，周辺がわ

ずかにピナイト化したものがみられる。

石基は，ポイキリチック構造をしめし，わずかに粒状の普通輝石がある。ガラスの一部

は，緑泥石化しているの

この地層は，この図幅地域における，新第三紀最上部の地層である。全層を通じて，砂

岩相がし、ちじるしく卓越している。その下半部は，細粒砂岩にとみ砂質泥岩をふくむ岩

相，上半部は，細粒砂岩，凝灰質砂岩，喋質岩などの不規則互層岩相をしめしている。し

かし岩相は地域的にかなりちがっている c

この地層中には，集塊岩，角喋i疑灰岩，熔岩などの火山砕屑岩の卓越した岩相および礁

岩や喋質砂岩などの喋質岩の卓越した岩相で，ほぼ連続して追跡できる地層が数帯はさま

っている。厚さは，地域によって，かなりちがし、はあるが，ほぼ 20-40m であって，と

きに， 70m 前後の厚さに発達しているものもある c これらの地層を地質図では，礁岩相，

集塊岩相とよんで区別している。

III.2.2 新第三紀? (鮮新世?)の火山岩類
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111.2.2.1 崎無異川集塊岩

10)

1960 杉本良也:崎無異川集塊岩

模式地: 元崎無異川上流

分布: 図幅南西隅の元崎無異川流域およびその支流に，やや広範囲に発達する。

構造: 正常堆積岩を介在しないので，不明である。

関 係: 隣接の武佐岳および峰浜図幅では，幾品層の最上部とした。この図幅では，

直接の関係は不明であるが，その分布からみて，陸志別層・奥薬別集塊岩層を不整合にお

おっているようである。したがって，時代を鮮新世?としたが，鮮新世の可能性が強い。

層 相: 正常堆積岩をまったく介在しておらず，無層理である。集塊岩は，黒色安山

岩塊を，暗灰色の砂質火山灰で凝固したものである。岩礁は，拳大の大きさのもので角ば

っており，新鮮で，鉄黒色をしている。斜長石の斑品が，ごくわずかにみとめられるが，

有色鉱物はみあたらない。

鏡下では，新鮮で，斑品として，斜長石・紫蘇輝石および普通輝石がみとめられる。斜

長石は，曹灰長石である。自形をしめし清透で，累帯構造は外縁部にみられ，輝石・鉄鉱

を包かしている。紫蘇輝石は，白形長柱で，多色性はいちじるしくない。普通輝石は，柱

状であるが，やや円味をおび，割目がし、ちじるしい。

石基は，ガラス基流品質で，暗褐色ガラスにとみ，そのなかに微細な析状斜長石および

粒状の単斜・斜方の両輝石および微細な鉄鉱が散在する。

111.2.2.2 オタフケ岩集塊岩(新称)

模式地: オタフケ岩

構造: 正常堆積岩を挟在していないので不明である。

分布: オタフケ岩をふくむ松法の北部に，小規模に分布し，隣接羅臼岳図幅にまた

がる。

関 係: 越川層および幾品層を不整合におおい，第 2 段丘にきられている。

層 相: 普通輝石紫蘇輝石安山岩質集塊岩からなり，一部には熔岩をはさむ。この岩

石は，黒色轍密である。

斑晶は，斜長石く普通輝石宇紫蘇輝石である。斜長石斑品は， 0.5mm 前後で，長柱状

自形を呈する。普通輝石，紫蘇輝石斑品は，ともに卓状，白形を呈し，ときには，紫蘇輝

石の周辺に単斜輝石の反応縁がある。

石基は，ピロキタシチック構造をしめし，粒状の両輝石が少量存在する。

III.2.3 脈岩
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III.2.3.1 石英安山岩

陸志別川上流の支流に，ほぼ南北にのびて小規模に発達し，奥薬別集塊岩層のプロピラ

イトを貫らぬいている。ほかの岩層との関係、は，不明である。

淡緑色を呈し，組粒堅硬である。隣接峰浜図幅では，黄鉄鉱化・珪化などの諸作用をう

けているが，この図幅では，そのような変質作用をうけていないの

鏡下で観察すると，つぎのようであるつ

斑状構造を呈し，斜長石・石英・普通輝石・角閃石からなるっ石英は， 1-2.5mm 大の

円形ないし楕円形状の融蝕形をとり，一般に清澄である。斜長石は， 1. 5-2.5mm 大で，

明瞭な輪郭をもっているが，男開・割れ目にそって，曹長石・緑泥石におきかえられてお

り，新鮮なものは少ないのまた，普通輝石をポイキリチックに包かするの 角閃石は， 0.7

mm 大で，一部緑泥石・緑簾石にかわっているつ

石基は，結品質で，斜長石・普通輝石・石英・アルカリ長石?・緑泥石・鉄鉱の細粒集

合体からなる。

III.2.3.2 粗粒玄武岩

越川層の下部相に相当する硬質頁岩角礁凝灰岩・相を岩床状に貫ぬいて，植別川上流に

露出する。

この岩石が，幾品層に遁入している事実は，まだみとめられていないので，その貫入は，

幾品層堆積以前に行なわれたものと考えられる。通常，帯緑黒色をしめし，柱状節理が発

達する。

鏡下では，斑品として，斜長石・普通輝石および少量の紫蘇輝石をともなう。まれに，

イデング石化したかんらん石がみとめられるの斜長石は，曹灰長石~亜灰長石の組織をし

めし，卓状形で，累帯構造をしめすものは少ない。一部は，曹長石・緑泥石におきかえら

れている。普通輝石は，柱状で，緑泥石・炭酸塩鉱物にかわっているが，新鮮なものもか

なりみとめられる。

石基は，填間組織をしめし，斜長石・緑泥石化・炭酸塩化した単斜・斜方の両輝石およ

び鉄鉱・ 2 次石英からなる。

III.2.4 第四紀層

この図幅内に発達する第四紀の地層は，洪積世の薫別層，遠音別岳火山噴出物，段丘堆

積物，熔結凝灰岩，沖積世の標津浮石堆積物，河岸段丘堆積物，崖錐堆積物，沖積氾 j監原

堆積物などである。

III.2.4.1 薫別層
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1961 松井公平:薫別層

模式地: 茶志別川下流域

分 布: ポン陸志別川から茶志別川にかけた地域に小規模に発達している。

構造: ほぽ水平な地層で、ある。

層 相: 砂喋相，砂相および火山灰相から構成されており， 1~2 層の粗悪亜炭層をは

さんでいる。

砂喋相，砂相ともに，軟弱で，浮石礁をふくむ凝灰質岩相をもっている。偽層層理をし

めしている。砂様相の擦は，火山岩類を多くふくみ，そのほか，基盤の第三紀層の構成岩

もまじえてし、る。

火山灰相は，浮石質の組繋な火山灰と粘土質火山灰とがあり，いずれも，灰白色~淡褐

灰色をしている。粘土質岩相中には，木片や炭化片などをふくんでいる。厚さは， 60~100

em である。

亜炭は，いく分炭化された木質部が残されている粗悪質なものであって，泥，砂，火山

灰などの爽雑物が，かなり多くまざっている。ときには，細礁をふくんでいる。厚さは，

1O ~60em である。

この地層は，この図幅地域の第四紀の最下部層であって，第三紀の各地層を不整合にお

おっている。基底部には，厚さ， 1~ 1. 5m の喋相が発達している。

この地層は，南に隣接する薫別図幅内において標式的に発達しているものである。この

図幅内では，大部分が，段丘堆積物の基底部によって削られてしまい，一部の地域に残さ

れているにすぎない。

なお，薫別図幅では，薫別層の下位に，古多糠層とよばれる淡灰色の凝灰岩層が発達し

ているようであるが，この図幅内では，薫別層の下位には，そのような地層はみあたらな

し、。

層厚: 茶志思Ij川で， 5~6m の厚さをしめしている。

III.2.4.2 1 ,019.6 m 熔岩

1962 杉本良也ほか: 1 ， 019.6m 熔岩

I ， OI9.6m から北部につらなる脊梁にそって分布し，隣接峰浜図幅にまたがっている。

下位は，奥薬別集塊岩層の下部相を不整合におおう。活動の時期を決定する資料が少な

いが，遠音別岳火山と同様に脊梁部に位置し，新第三紀層が，標高 7∞m まで露出してい

るので，第四紀洪積世として取り扱った。だが，山体が，かなり解析されているので，な

お，検討を要する問題は残されている。

-18-



暗黒色を呈し，堅硬で，斑品の目立たない含かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩であ

る。

斑品鉱物は，斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石〉かんらん石である。斜長石は， O.8mm 以

下の大きさのもので， An55-65 の組成である。累帯構造は，あまり発達していない。普

通輝石は O.5mm 以下の大きさのもので，男聞にそって褐鉄鉱質物が発達し， CZ=4Pｭ

45° であるの紫蘇輝石は， O.5mm 以下の長柱状をしめすが，単斜輝石の反応縁はみとめら

れず，まれに緑泥石でおきかえられている。かんらん石の多くは，周辺部や割目にそって，

イデング石化している。

石基は，結品質に近く，柱状長石・斜方，単斜の両輝石・鉄鉱からなっている。

III.2.4.3 遠音別岳火山噴出物

1961 杉本良也ほか:遠音別岳火山噴出物

遠音別火山は，図幅の西北部に位置している。山休は第 1 熔岩より第 5熔岩の各複輝岩

安山岩で構成されている。各熔岩と，ほかの堆積岩との関係は，この地域では明らかでな

い。したがって，正確な火山活動の時期を決めることはできないが，遠音別熔結凝灰岩が，

第 1 段丘堆積物をおおい，第 2段丘によってきられている点から，洪積世期の火山と考え

。た

火山活動の概要は，洪積世初期の第 1 熔岩の活動からはじまり，第 5熔岩の活動によっ

て，遠音別岳が形成されたのその後東南方に開いた火山口の形成は，泥流堆積物，遠音別

熔結凝灰岩の形成と結びつくものと考えられるのさらに，遠音別火山の東南方に発達する

崖錐堆積物は，この火山口の崩壊にともなうものと考えられるつ

III.2.4.3.1 第 1 熔岩

遠音別岳の東南，春苅古丹川の上流に分布し，遠音別熔結凝灰岩，泥流堆積物，崖錐堆

積物に不整合におおわれているので，わず、かに河床に分布しているだけである。この岩石

は，暗灰色で，比較的粒粗で斜長石，輝石の斑品が肉眼でみとみられる。普通輝石，紫蘇

輝石安山岩である。

斑晶は，斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石で，斑状構造をしめすう 斜長石は O.5mm-1.5

mm の長柱状，卓状の白形を呈する。紫蘇輝石は， O.5mm 前後で長柱状を呈し，ごくま

れに，周辺に単斜輝石の反応縁を形成している。普通輝石は，紫蘇輝石にくらべて斑晶は

小さく，短柱状を呈する。

石基は，結品質で，ガラスは少なく，針状，短柱状の斜長石が多く，少量の普通輝石お

よび紫蘇輝石，磁鉄鉱をともなう。
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第 5 図第 1 熔岩(普通輝石紫蘇輝石安山岩) x20

III.2.4.3.2 第 2 熔岩

遠音別岳の南および西側に広く分布し，峰浜図幅では，遠音別岳基底熔岩として記載さ

れているものである。越川層を不整合におおい，ほかの遠音別岳熔岩および崖錐積積物に

おおわれている。

暗灰色を呈しやや粗粒で，柱状節理が発達している。

斑品は，斜長石〉普通輝石宇紫蘇輝石である。斜長石は，ほぽ lmm の長柱状の白形を

呈す。普通輝石，紫蘇輝石はともに約 lmm の長柱状または短柱状の結晶である。紫蘇輝

石では，まれに単斜輝石の反応縁がみられる。

石基は，結品質でガラスは少ない。斜長石，普通輝石，紫蘇輝石および磁鉄鉱からな

る。

III.2.4.3.3 第 3 嬉岩

遠音別岳の東側の火口壁基部に分布し，第 2 熔岩をおおい，第 4，第 5 熔岩および崖錐

堆積物でおおわれている。

この岩石は，黒色紙密で，比較的細粒な，含かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩であ

る。

斑品は，斜長石〉普通輝石>紫蘇輝石ごうノかんらん石からなる。斜長石は， O.5mm 前後

で，多くは，長柱状または卓状の白形である。一部には，割目にそって，黄褐色の等方性

物質あるいは淡褐色の緑泥石様鉱物によって汚染されている。普通輝石，紫蘇輝石とも
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に，長柱状白形であるが，一部には，割目にそって淡褐色の隷泥石様鉱物および褐鉄鉱質

物で汚染されているとときには，これらの斑品鉱物が，緊斑晶状に集まっている。かんら

ん石は，ほとんど赤褐色のイデインクサイト化し，わずかに残斑品としてみとめられるだ

けである c

第 6 図第 3 熔岩(紫蘇輝石普通輝石安山岩) x20

石基は，ほとんどがガラスよりなり，粒状の斜長石のほか，わずかに，普通輝石と紫蘇

輝石をともなうだけである。ガラスは，暗褐色を呈し，斑品の周辺などでは，放射状に晶

子を生じ球か状の構造を呈している。

III.2.4.3.4 第 4 熔岩

遠音別岳の東側の山峰を形成しているもので，第 3 熔岩をおおい，遠音別熔結凝灰岩に

おおわれている守この岩石は，淡灰色を呈し，比較的粗粒な普通輝石紫蘇輝石安山岩であ

る。

斑品は，斜長石>紫蘇輝石>普通輝石からなる c 斜長石斑品は， 0.5mm~lmm で長柱

状，または卓状白形を呈する c 紫蘇輝石は， 0.5mm~l mm ，長柱状白形を呈し，普通輝

石は， 0.2mm~0.5mm で，短柱状結晶である r ときには，斑品鉱物は，緊斑品の集合体

を形成する。

石基は，ガラス質で，多量のがラス中に 0.05mm 以下の斜長石，両輝石および磁鉄鉱

よりなる。

III.2.4.3.5 第 5 熔岩

遠音別岳の山頂部を形成する熔岩で，柱状節理がやや発達している。
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暗赤紫色の組粒な紫蘇輝石普通輝石安山岩である。斜長石斑品の大きいものは， 3mm

をこえている。

斑品は，斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石からなるの斜長石斑品の大型のものは，一般的に，

周辺部にダストが多く，また割目にそって，赤褐色の褐鉄鉱質物で汚染されている。他の

斑品は， O.5mm 前後で柱状を呈する。紫蘇輝石，普通輝石はともに， O.3mm 前後で，短

柱状の結晶で，緊斑晶状の集合体を形成するものが多い。

石基は，比較的ガラスが多く， O.05mm 以下の針状の斜長石，少量の粒状の両輝石，磁

鉄鉱およびクリストパル石よりなる。

III.2.4.4 段丘堆積物

この図幅内には，現海岸線とし、く分斜交して， 2 段の平坦面が形成されている。そして，

それぞれの比高および解析状態に相違をみせている。

III.2.4.4.1 第 1 段丘堆積物

八木島付近の海岸から，植別川中流地域にかけて， NE-SW 方向の延長をもって発達す

る。標高 100~180m の平坦面を構成している。そして，植別川中流二股付近に標式的に

露出している。

岩相は，大磯~細礁質喋相と砂相とで構成されている。

この段丘堆積物の基底面は，植別川二股付近で，現河床から 10~15m，八木島海岸では，

海岸汀線から 80m 前後の高さをしめしているう

層厚は， 5m 以上に発達している。

III.2.4.4.2 第 2 段丘堆積物

第 1 段丘堆積物の前面に，これに並列して，標高 20~80m の平坦面をつくって発達し

ている。この平坦面は，図幅の南側では広いが，北側にむかつてせまくなっている。

岩相は，大磯~細棟集喋相，砂相，粘土相および火山灰層から構成されている。

火山灰相は，灰白色の軽石が多い火山灰であって， 1.5~5m の厚さで， 2 帯みとめられ

中

る。

この段丘堆積物の基底面は，海岸では，汀線から 4~10m，植別川流域では，河床面か

ら 5m 以下であり，ポン陸志別川中流域では， i可床に露出している。

層厚は，陸志別川から南側の地域では， 1O~18m の層厚で発達しているが，北側の春苅

*南に隣接する薫別図幅で、は，この段丘堆積物の上位に厚さ1.5m 内外の薫別浮石層をお

いている。この地層の構成岩相は，この図幅で第 2 段正堆積物の中にはさまっている火

山灰相と，外観上は類似している σ
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古丹川付近では， 3m 以下になっている。

III.2.4.5 泥流堆積物(新称)

春苅古丹川，ポン春苅古丹川，精神川の上流流域に分布しているものである。基盤を形

成する第三紀の諸岩相，遠音別岳第 1 熔岩を不整合におおい，遠音別熔結凝灰岩におおわ

れている。構成する礁は，遠音別岳第 1，第 2 熔岩などの安山岩の角喋，およびわずかに

円磨された安山岩礁であるが，中に角閃石安山岩礁が，かなり多量にみられる。

基質は火山灰質泥，砂から構成され，ところによっては，かなり固くしまった場所もあ

るが，概して軟弱である。精神川の上流部では，この泥流堆積物に類似した堆積物がみら

れるが，遠音別熔結凝灰岩片をもち，熔結凝灰岩を不整合におおう，小規模な崖錐堆積物

と考えられる。

III.2.4.6 遠音別熔結凝灰岩(新称)

春苅古丹川の上流部付近より，八木島にし、たる，標高 600m~300m の山地に分布し，

ゆるく傾斜した平坦面を形成している。この熔結凝灰岩は，八木島付近で第 1 段丘堆積物

を不整合におおっているが，上位の第 2 段丘との直接的な関係は不明である。しかし熔

結凝灰岩の堆積面は，いちじるしく浸蝕されており，第 2 段丘には，きられるものと思わ

れる。

灰白色~暗灰色，徴密で，黒色の安山岩の小岩片をともなっている。普通輝石紫蘇輝石

安山岩質熔結凝灰岩である。

第 7 図遠音別熔結凝灰岩 x20

(普通輝石紫蘇輝石安山岩質経結凝灰岩)
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斑品は，斜長石〉普通輝石=紫蘇輝石からなる。斜長石は，ほぼ白形の破砕片であるが，

周辺は，わずかに融蝕されている。一部は割目にそって，淡褐色ガラスを生ずる。普通輝

石，紫蘇輝石は，ともにほぼ自形の破砕片からなり，ときには，緊斑晶状の集合体を形成

する。

石基は，暗褐色~無色のガラスからなり，わずかに，普通輝石をともなう。暗褐色ガラ

スは，毛髪状の晶子を多数もち，流理構造が発達する。無色ガラスでは，晶子は少なく，

真珠岩構造がわずかに発達し，斜長石斑品の周辺に淡褐色ガラスを生じ，一部には，この

淡褐色ガラス中に放射状に晶子が発達し，球頼を形成する。

III.2.4.7 河岸段丘堆積物

植別JIl，陸志別川，春苅古丹川などの流域および河口付近には，現河床面から I-3m の

比高をもった河岸段丘面が発達している。とくに，植別川流域で良好に発達している。

岩相は，火成岩類"硬質頁岩，泥岩，砂岩などの礁をふくんだ砂礁相および砂相から構

成されている。

層厚は， I-2m ていどである。

III.2.4.8 標津浮石堆積物

1962 松井公平:標津浮石堆積物〉

第 2段丘堆積物をおおって，広く発達しており，第 1 段丘堆積物の一部もおおわれてい

る。

黄褐色の汚染された指頭大以下の軽石礁が卓越した火山灰相であって，ところによって，

数 em の化石腐植土で 2 分されている。

層厚は， 50em 以下である。

この火山灰は，山田忍の摩周統火山灰層の一部であるが，同氏の細分地層との対比は明

らかでない。なお，薫別図幅で，松井は，これと同層準の火山灰を摩周統火山灰 ML 層に

対比している。

III.2.4.9 崖錐堆積物

遠音別岳の東南方に分布しているもので，地形は，ゆるい傾斜の斜面を形成している。

しかし，等高線はほかの地域にくらべて，やや複雑で，各所に沼や湿地を形成している。

また一部では，摩周統火山灰に相当すると考えられる。薄い軽石層をはさんで，泥炭が発

達している ι 一種の崩壊性地とりょうの堆積物とも考えられる。遠音別火山の安山岩礁を

もち，基質は泥からなる。

III.2.4.10 現河床氾濫原堆積物
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この図幅内を流れる大小各河川流域，および海岸低地にそって発達している。

礁，砂，粘土から構成されており，ときには，火山灰や泥炭もまじっている。

III.3 地質構造

この凶幅地域の地質構造は，概観すると， NlOo~50oE ・ 200~400SE の走向・傾斜をも

った単斜構造を形成している。そして，地域によって，緩傾科の背斜および向斜構造がつ

くられている。

摺曲構造は，春苅古丹川から北側の地域でみられるもので， NNE-SSW 方向の背斜お

よび向斜構造が発達している。なお，春苅古丹川流域には，そのほかに，同じ軸方向をも

った，いくつかの小規模な摺曲構造がみとめられる。

また，陸志別川上流域には， NNW-SSE 方向の背斜および向斜構造が，茶志別川口に

は， NE-SW 方向の向斜構造がそれぞれ発達している。

断層構造は， NW-SE 方向と NE-SW 方向との断層線をもった，二つの群がある。そ

して，前者は後層で切られている。断層面の傾斜は，一般に 600~70° の急傾斜をとって

おり，正断層である。また，断層による転移は，いずれもあまり大きくない。

IV 地史

これまでのべてきたことにもとづいて，この地域の地史を推察する。

知床半島地域の新第三紀中新世以前の地史については，地層の露出がないので明らかで

ない。

この地域にみられる最下部の堆積物は，忠、類層を構成する集塊岩，角喋凝灰岩，熔岩，

緑色凝灰岩などの火山砕屑岩を主体にした海成火山性堆積物である。この火山砕屑岩類を

もたらした火成活動は，これらの間に砂岩や泥岩をまじえていることからみて，海底火山噴

出であったものと思われる。また，岩石上からみると，この活動は，塩基性~酸性までの

火山岩を包括しており，かならずしも，火成活動の一定の方式に基づいてはいないように

思われる。

忠類層の堆積に引続いて，集塊岩，角礁凝灰岩を主体にし，緑色凝灰岩，砂岩，泥岩，

硬質頁岩をまじえて堆積された奥薬別集塊岩下部の岩相が累積形成された。火成活動は，

前期と同じ岩石的性質の海底火山噴出である。

その後この海底火山噴出は，一時，緩やかになって，海盆には，泥質の堆積物が多く累

積し，越川層下部岩相を構成する硬質頁岩にとむ角礁凝灰岩との互層岩相が形成された。

この一時期の緩慢な火成活動も，ふたたびはげしく活動に転化したが，この時期には，
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これまでの全地域にわたって火山砕屑物を堆積するようなものとはちがって，図幅内の南

半部の地域に限って，厚い火山砕屑物を供給するような活動に転化している。この時期の

北半部は，泥質の堆積物と火山砕屑物とが互層しながら累積していた。火山活動は，岩石

上からは，おもに，普通輝石安山岩質のものであるが，局地的には，石英粗面岩質の活動

が行なわれていた。

この時期を境にして，火成活動は，いちじるしく退化し，この地域の海盆内には，角喋

凝灰岩をまじえた泥質の堆積物が厚く累積された。これらの堆積物が，越川層上部岩相を

構成する硬質頁岩泥岩相である。

この時期に相前後して，忠類層や奥4葉別集塊岩層中の火山砕屑岩の一部に，プロピライ

ト化や鉱化作用などがおこったようである。また，一部の地域では，粗粒玄武岩が岩脈状

や岩床状に近入した。

越川層の堆積後，上位の幾品層基底の不整合がしめすように，この地域に降起運動がお

こり，全域が侵蝕区に転化した。この降起運動が，一般的に，“先滝JII期一後稚内期地変"

とよばれている鮮新世を境する造構運動である。

鮮新世にはいって，この地域はふたたび海成堆積盆地となり， ~且粒岩相一細粒一粗粒岩

相と，基盤の緩慢な昇降運動の動きに支配された一連の堆積物が累積し幾品層および陸

志別層が形成された。この時期には，大規模な火成活動はなく，浮石質凝灰岩や角喋凝灰

岩を供給する活動が継続しておこっていた。なお，陸志別層堆積の中期には，中性安山岩

集塊岩が一部の地域に堆積したっ

これらの新第三紀層の堆積後，この地域は，大きな地殻運動に支配されて，摺曲や断層

によって，地層はその分布状態を複雑化していった。

この地殻運動に引続いて，鮮新世末期から洪積世前期にかけて，火成活動が各所におこ

り，普通輝石紫蘇輝石安山岩の熔岩や集塊岩が噴出し，広く基盤岩類をおおった。

第四紀洪積世初期において，この地域の南東部に陸成堆積盆が形成され，砂疎相，火山

灰相，亜炭層などの累重した薫別層が堆積した。

この時期は，また火成活動が激烈をきわめた時期でもあったようで，北部地域では，遠

音別岳火山噴出物，オタフケ岩熔岩などを構成する火山岩類が熔岩や集塊岩として噴出し

た。また遠音別岳の火山噴出の初期には，泥流堆積物も噴出している。

洪積世の火成活動が静まる時期から，この地域は，昇降運動による海岸段丘形成期には

いり， 2 段の平坦基盤上に砂喋層を堆積した。なお，この段丘形成期の中期に，北部の地

域では，熔結凝灰岩が広く流出している。
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この段目:形成則にう I ;f.-fcし、て，、|λ胆化作用やM~Vi 日:を形成するような某憶の動きがおこ

り，ほぼ現在の地形状態をつくっていったの

その後，標津浮石堆積物とよんだ軒ー石質火山灰の噴出があって，地形状態にそって，浮

干i堆積物を累積したn

V 応用地質

この地j或は，失|昧グリーンタフ地区の一部にぞくするが，めぼしい賎金属鉱床は，まだ

発見されていないのしかし硫化鉄鉱や硫黄の鉱床や鉱徴地は，諸所にしられている。羅

臼鉱山はその代表的なものであるの

海岸線にそっては，広範囲に段丘堆積物の分布をみるが，段丘砂鉄鉱床の賦存は期待で

きないわなお，海浜はせまし断尾をつくって新第三紀の諸岩や段丘堆積物と接している

ため，海浜砂鉄の賦存に不適当で，砂鉄のj農集した 111司所も，発見されていない。

このほか，春苅古丹川上流は，温泉が湧出しているが，立地条件が悪いので，利用され

ずに放置されているのそのほか，炭酸塩沈澱物を伴う冷泉が，陪志別川上流やその支流に，

湧出している n

V.I 羅臼鉱山

雄Ll鉱III として採鉱・傑鉱された鉱!本は，諸所に散在するが，その代表的なものが九日鉱

床であるのこれらの鉱床ーは，行政|疋劃のうえからは，標津町と羅臼町に，それぞれふくま

れる。

鉱山に達するには，標津線根室標津駅下車一30km一陣志別-2km-鉱山の経路をとる

のが最も便利で，陸志別までは，パスが利用できるの

この鉱床は，明治年代に発見されたというが，大正 5 年の北海道鉱物調査報告第 23 号に

は，記載されていないので，おそらく，それ以後に発見されたものと思われるの第 2 次刊:

界大戦中は日空鉱業株式会社が経常していたが，戦後は，北海道興産株式会社に引継がれ

て， ~U不1132 年頃まで稼働したハその後休山し，現在にし、たっている門

鉱床は，幾lth層，件:L~1j川層の Itt に肝!If;する鉱染交代明疏化鉄鉱床であるハ交代目は集

I虫干;で， w菱金属鉱物をI~自作していないのが村徴であるハ

鉱休は上盤のj童いから，つぎの 2 種にわけられるわ

(イ)f(行・泥胃を上盤とする鉱休-ANJ.o

(ロ) 法化集塊有を上盤とする鉱休-B 明。

V.I.I A 型鉱床
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このタイプにふくまれるものは，末広 3 号鉱床だけである。この鉱床は，茶志日IJ川の上

流1.5km にあり，日窒鉱業時代に探鉱されたというの現在でも，入坑できる坑道がある。

鉱床周辺の地質鉱床図は，第 8 図にしめした。

回
国
回
図

E

o /0 20 30 4iJ

7長志 ~J 川

第 8 図末広 3 号鉱床見取図

1 硬質頁岩 2 安山岩質集塊岩 3 普通輝石紫蘇輝石安山岩

4 脈状鉱染部 5 鉱 体

周辺の地質は，灰色硬質頁岩と安山岩質集嘘岩とであるの後者が露出する河川には，と

くに，急崖や滝が発達しているの

硬質頁岩は，走向 N500E ・傾斜 30
0
E をしめすが，集塊岩との接触部では傾斜はやや急

で 50° 位となる。全体としては，東への単斜構造をしめしている。
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鉱体は，硬質頁岩と安山岩質集塊岩との聞に賦存している。脱色して軟弱な硬質頁岩を

上盤とし，安山岩質集塊岩を鉱染・交代した塊状形鉱床である。鉱染部を加えると，厚さ

は約 20m に達するが，走向延長は 40m ほどしか確認できない。

関
図
図

図
図
回

第 9 図末広 3 号鉱床 A-B 断面図

1 硬質頁岩 2 安山岩質集塊岩 3 普通輝石紫蘇輝石安山岩

4 鉱 体 5 鉱脈状部 6 鉱染状部

硬質頁岩の直下 2m ほどの聞は，粉状鉱石からできているつこの下は，鉱染状となり，

さらに，はなれれば，不規則な脈状にかわる。この種の鉱石は堅硬であるが，岩塊の含有

度によって，品位は一定していない。

代表的試料の分析値は，下去のようである。

試軒 L Fe%i S 対 l 備 考

1 4ぉ1.倒62 !1 4246 凪臥 鉱染脈状部 2m 平均
2 粉状鉱石

(分析者: 北海道立地下資源調査所)

V.l.2 B 型鉱床

旭 1 号・ 2 号・ 3 号鉱床，末広 1 号・ 2 号および植~Ij川の各鉱床が，このタイプである。

担 1 号鉱床

陸志別川上流1. 5 km，旭 2 号鉱床の下流 500m に位置する。鉱床周辺には，陸志別川

の氾濫原堆積物が広く発達している。

鉱床は，河岸にあり，その賦存状態は第 10 図にしめしてある。鉱体は，珪化集塊岩を上

盤とし，二れと凝灰質砂岩・泥岩との間に扇平状一一走向 N 30
0
E ・傾斜 40

0
E←ーの形で
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出
回
図
囲

第 10 図旭 1 号鉱体見取図

1 段丘堆積物 2 安山岩質集塊岩

3 砂岩・泥岩層(陸志別層の砂質岩相) 4 鉱体

発達している。

かつて，露天掘りで採掘されたことがあるが，北に進むにしたがって鉱体は縮小し，品

位も低下したので中止した。その確認規模は 35x8x lO m である。

そのほか，走向延長の錨先に向って坑道を掘進しているが，研からみて着鉱していない

ようである。

代表的試料の分析結果は，下表のようである。

試 料| Fe % S ガ 備 考

1 14.33 16.42 上盤直下の粘土質鉱染帯

2 12.76 14.99 鉱体中央部粉鉱帯

(分析者: 北海道立地下資源調査所)

旭 2号鉱床

この鉱床は，旭 1 号鉱床の西方 500m に位置する。周辺の地質状態は第 11 図にしめし
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か 50

第 11 図旭 2 ・ 3 号鉱床地質図

1 下位段丘堆積物 2 上位段丘堆積物 3 珪化安山岩質集塊岩

4 砂岩・泥岩層(陸士別層の砂質岩相) 5 鉱 体

たように，段丘堆積物・凝灰質砂岩・泥岩・安山岩質集塊岩から構成されている。段丘堆

積物の厚さは， 20m である。 また，その下位に発達する集塊岩は，東西方向への延長が

220m，厚さは 16m およぶので，新鮮な岩石はまったくみられない。すべて珪化し，風化面

は鉄分で汚染され，赤褐色を呈し，空際、には重品石の美品が発達している。鏡下では，微

細な蛋白石・石英・明馨石・粘土質物の集合体となり，それらの鉱物の聞を，不規則地形

の徴品黄鉄鉱が充填しており，原岩の構造は失なわれている。この下位には，凝灰質組粒

第 12 図旭 2 号・ 3 号鉱床 A-B 断面図

1 廃石河床礁 2 下位段正堆積物 3 上位段正堆積物 4 珪化安山岩質集塊岩

5 砂岩・泥岩層(陸志別層の砂質岩層) 6 鉱 体 7 鉱染部

A 旭 2 号鉱体 B 旭 3 号鉱体
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砂岩・粘土化した黄色の浮石質凝灰岩・灰色泥岩が発達する。そして，構造的には，向斜

構造をしめしている。

鉱体は，このような向斜部の集塊岩の中に匹胎している。いままでに，露天あるいは坑

道で盛んに採鉱された。

旭 3号鉱床

旭 2号鉱床の南南西 100m に位置する。

この鉱床は，露頭がきっかけとなって，探鉱が行なわれたものである。露頭の上盤は珪

化集塊岩・安山岩で，その直下にはっきり区分できる境界をもって，黄鉄鉱が鉱染した黒

色粘土化部民 この中に拳大で，硫化鉄鉱の鉱染した角ばった堅硬な岩塊がまばらに散在

するーーが発達し，粘土化した凝灰質泥岩の下盤に移化する。

この露頭の凝灰質砂岩の部分から，南に向って，坑道を掘進したため，なかなか鉱体に

到着しなかった。そこで，延長 5Smの地点から，“のぼり"を 2m あげた所で到達した。

鉱石は，種々な外観を呈し，それに応じて品位も下表のように変化し，不同である。

試 料 1 Fe ヲ五 S ヲJ 備 考

1 22.63 22.73 “のぼり"個所の粗繋鉱石

2 20.25 21.75 南側引立の撤密な鉱石

3 45.43 50.40 下盤ぎわの粉状鉱

(分析者: 北海道立地下資源調査所)

そのほか，これを同型式の鉱床の露頭が，茶志別川や植別川にもしられている。

V.2 硫黄鉱床

陸志別川との聞の海岸線には， 10 数 m におよぶ断崖が発達している。この断崖は，安

山岩質集塊岩・凝灰質砂岩・砂質泥岩から構成されているが，その中の集塊岩中に，網脈

形式の硫黄鉱床が匪胎している。

硫黄は，不規則な小裂埠を充填して発達する。母岩全体は，それほど粘土化や珪化など

の作用をこうむっておらず，随伴する硫化鉄鉱の酸化によって，赤褐色を呈しているにす

ぎない。

V.3 鉱泉

陸志別川上流に分布するプロピライトの中から，鉱泉が湧出ーしている。河岸には， 10 数

m にわたって炭酸塩沈澱物が発達しているが，温度が低く冷泉である。

温泉は，春苅古丹川の支流にある。川口より，約 12km 上流の左岸に 3 ヵ所の湧泉があ
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第 13 図 陸士別川上流の鉱泉沈澱物(炭酸塩物沈澱物)

るが，奥薬別集塊岩層の集塊岩中から湧出するもので，多量の赤鉄鉱沈澱物を生じてい

る。温度は約 40°C 前後で，湧出量は，約 501/min である。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000

SHUNKARIKOTAN

(ABASHIRI-41)

By

KatsutoshiMatani, Ryδya Sugimoto, :MoriakiKδnoya

&KatsuhideMatsushita

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Topography

Themapareaofthissheetcandividedintothefollowingfour

topographicprovinceshavingintimaterelationstothebasementrocks:

(a) Provinceofdissectedmountains: Pyroclastic rocks and

sedimentaryrocksoftheNeogeneperiodaredistributedinthisprovｭ

ince, occupyingmorethantwo-thirdsofthemaparea.

(b) Provinceofvolcanicmountains: Thisprovince, characterｭ

izedbyvolcaniclandforms, servesasthebackbonerangeofthemap

area, trendingroughlyNE-SW. TheOnnebetsu-dakeVolcano, 1,330.5 m

abovesealevel, istherepresentativemountain;itsnorthwesternfoot

retainsanearlyconicalshape, butthesoutheasternfootends in a

horseshoe cli 旺 open tothesoutheast. Tothesoutheastofthiscli 旺，

a vast, gently sloping, levelland stretches, dottedwithlakesand

marshes. Thislevellandadjoinsanotherlevellandofwelded tu 百

ranginginheightfrom300m to600m.

(c) Provinceoflevelterraces: Thisprovincefacesthesea, with
flattoppedterracestrendingmoreorlessobliquetothecoastline. The
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surfaceoftheseterracesisroughlydividedintotwogentle slopes,

discontinuouswitheachother , havingelevationsof20-80m and100ｭ

180m respectively. Theformerslopecorrespondstothesecondter-

rracesandthelattertothefirstterracesofthegeologicdivision.

Cd) Provinceofalluviallowland: Thisprovince,comprisingflood

plainsofthepresentrivers, developsalongsuchriversasUembetsu,

Rikushibetsu , Shunkarikotanandotherlargerivers, andinthecoastal

region. Thecoastallowlandislimitedtoanarrowzone, 50-200m

widefromthebeachline.

Geology

ThegeologyofthemapareaconsistsoftheMioceneandyounger

formationsandvolcanicrocks. NorocksolderthanMiocenehave

beenfoundyet. TheNeogenesystemisincludedinthegreentu 百

regionofeasternHokkaido, andtheQuaternaryvolcanoesandvolcanic

rocksareincludedintheAkan-Shiretokozone. Thegeologicdivision

isshowninthefollowingtable:

rAlluvialdeposits, Talusdeposits.
Alluvium ~

lShibetsupumicebedandRiverterrace
diposits

Quaternary

(Terracedeposits, Onnebetsu

Iweldedtu 百， Mudflow-deposits
Diluvium ~

IOnnebetsudakevolcanics, 1,019 m.

llavasandKunbetsubed

Neogene

rSakimuigowaand
Neogene? ………Pliocene? ~

lOtafukeiwaagglomerate

fRikushibetsuformationr…e!一 IIkushina formation

1 (Koshikawaformation

lMiocene ~ Okushib ぬu aggelme 削e formation

lChiiruiformation

DykerocksｷｷｷｷｷｷDaciteanddolerite

TertiarySystem

TheChiiruiformation, thelowermostmemberofthemaparea, is
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distributedlimitedlyintheupperreachesofthe Rikushibetsu river

neartheborderoftheMinehamasheetarea. Consistingchieflyof

lipariticgreentu 百， thisformationiscorrelatedwiththeupperhorizon

oftheChilruiformationwhenjudgedfromthestratigraphicsequence

intheadjacentMinehamasheetarea.

TheChilrui formation grades into the overlying Okushibetsu

agglomeratewhichiswidelydistributedextendingfromthecentral

partofthemapareatotheadjacentMinehamasheetarea.

TheOkushibetsuagglomeratecomprisesthreefacies;propylitic

lava-agglomeratefacies , lipariticagglomeratefacies , andagglomerateｭ

tu 妊 breccia facies. Thepropyliticlava-agglomeratefaciesisfoundin

thewesternpartofthemaparea. Itischaracterizedbybasaltor

basalticandesite, intercalatedwith mudstone, sandstone, andgreen

tu 百 The lipariticagglomeratefaciesislocallydistributedinthe

northeasternpart. Itisgenerallyfreshandcontainsasmallquantity

ofandesitepebbles. Theagglomerate-tu 旺 breccia faciesisgenerally

freshandischaracterizedbyaugiteandesite , intercalatedwithdisconｭ

tinuousbedsofhardshale.

Betweentheupperfaciesandthelowerfaciesisfoundafacies

ofhardshaleandtu 百 breccia ， about300m thick, whickcorresponds

totheKoshikawaformation.

TheKoshikawaformationdevelopsinabroadareanorthofthe

Rikushibetsuriver;distributionisespeciallygoodintheareanorth

oftheShunkarikotanriver. Thisformationiscontemporaneouswith

theOkushibetsuformationbutlithologicallydiffersfromthe latter,
andthefacieshaslocallyinterfingeringrelations. Theformationis

dividedbyfaciesintotwoparts;tu 旺 breccia andhardshaleinthe

lowerpart, andthehardshaleintheupperpart.

TheIkushinaformationshowsatypicaldevelopmentinthecoastal

cli 百 between themouthoftheShunkarikotanriverandthemouthof

theHoromeoriver. TheformationcontactstheunderlyingKoshikawa

formation withaclino-unconformity. Thisunconformitydenuded

theupperfaciesoftheKoshikawaformationfromnorthto south,

graduallyincreasingtheamountofdenudation, sothattheupperfacies
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isentirelyabsentinthedrainageareasoftheUembetsuriverandthe

Rikushibetsuriverinthesouth, andthebaseoftheIkushinaformation

directlycontactstheOkushibetsuagglomerate. Inthevicinityofthe

Rikushibetsuriver, theamountofdenudationexceeded700m. Accｭ

ordingly, thewritersholdaviewthatthelowerlimitofthaPliocene

seriesshouldbesetatthebaseoftheIkushinaformation. Throughout

theformation , mudstoneandsandymudstonearepredominant, intercｭ

alatedwithsandstone, pumiceoustu 妊， andtu 旺 breccia.

TheRikushibetsuformationisdistributedalongthecoastsouth

oftheHoromoeriverandinthelowerreachesofsuch rivers as

Ponrikushibetsu, RikushibetsuandUembetsu. Thisformationisgenｭ

erallycorrelatablewiththeChipputomariformationoftheadjacent

Minehamasheetarea. Theconstituentrocksarepredominantlyfineｭ

grainedsandstoneandtuffaceoussandstone, accompaniedbyconglomｭ

erate, sandymudstone, tu任， tu旺 breccia ， agglomerate , andlavaofa

smallscale.

UnconformablyoverlyingtheRikushibetsuformationtheSakimuiｭ

gawaagglomerateisdistributedinthesouthwesterncornerofthemap

area. Angularpebblesoftheagglomeratearehyaloandesite.

Daciteanddoleriteoccurasdikesoflimiteddistribution, intruding

theOkushibetsuagglomerateandtheKoshikawaformation.

Theabove-mentinoedNeogenesystemgenerallyshowsmonoclinal

structuresstrikingN100-500 Eanddipping200-400 SE. Gentlydipping

anticlinesandsynclinesofthesamestrikearelocallyfound. Asto

faults , therearetwogroups, onetrendingNW-SEandtheotherNEｭ

SW, theformerbeingcutbythelatter.

QuaternarySystem

ThePleistoceneKumbetsuformationhasitstypelocalityinthe

lowerreachesoftheChashibetsuriver. Itconsistsofsand-gravel

facies, sandfacies, andvolcanicashfacies , andisintercalatedwith

low-gradelignite.

The1,091.6 m lavaandtheOtafuke lava, consistingofandesitic

materials, unconformablycovertheNeogenesystem.
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EjectaoftheOnnebetsu-dakeVolcanoaredistributedinthebackｭ

bonerangeinthenorthwesterncornerofthemaparea, andcanbe

subdividedintothefirsttofifthlavaswhich are characteristically

augite-hyperstheneandesite.

Mudfiowandweldedtu 百 form agentlysloping, 300-600m above

sealevel, inthenorthernpartofthemaparea. Theyaresupposed

tounconformablyrestonthe 自rst terracesandaretruncatedbythe

secondterraces. Theweldedtu 旺 is augite-hyperstheneandesitictu 丘

Terracedepositsconstitutetwo-steppedlevelplanestretchingat

somewhat obliqueangleswiththepresentcoastlineanddifferingin

therelativeheightanddegreeofdissection. Thefirstterracedeposits

formthelevelplaneof100-180m inheight, andthesecondterrace

depositsformthe20-80m highlevelplaneextendinginfrontof , and

parallelto, theformer.

TheseterracedepositsarecoveredbytheShibetsupumicebeds

whichbelongtotheMashuvolcanoseriesandaredistributedina

relativelybroadarea.

Alluvialdepositsarepoorlydistributed, occurringonlyinthedrainｭ

agebasinsoflargeandsmallriversandalongthecoastallowland.

EconomicGeology

ThemapareabelongstotheShiretokogreentuffregion, butno

noticeableoccurrenceofbasemetaldepositshasbeenreportedupto

thepresent. Depositsandindicationsofpyriteandsulphurareknown

inplaces, asrepresentedbytheRausuminearea.

Inspiteoftheextensivedistributionoftheterracedepositsalong

thecoast, occurrenceofterraceironsanddepositscannotbeexpected.

Sincethebeachisnarrow, boundedwiththeNeogenerocksandterrace

depositsbyprecipitouseli 百s ， itisalsounfitforaccumulationofiron

sandandnoconcentrationofironsandhasbeendiscoveredyet.

ThermalspringsarefoundintheupperreachesoftheShunkariｭ

kotan river, butremainneglectedonaccountoftheirinconvenient

location. Mineralspringsaccompaniedbycarbonateprecipitatesare

foundintheupperreachesoftheRikushibetsuriveranditstributaries.
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The Rausu mine issituated atabout2km upstream of the

Rikushibetsuriver. Itpreviouslyworkedpyriteoredepositsbutthe

operationisnowsuspended. Similardepositsatabout1kmupstream

oftheChashibetsuriverwerealsoworkedbythesamemine.

The oredeposits and indications belong to the impregnationｭ

replacementt.･;pepyriteoredepositoccurringintheOkushibetsuagglo ・

merateandtheRikushibetsuformation. Thereplacingrockisagglo ・

merat~. Itischaracteristicthatthepyriteoredepositsarenotasso ・

ciatedwithanybasemetals.

Theoredepositsareclassifiedbytheirhangingwallintothe

followingtwotypes:

(a) Orebodieswithshaleandmudstonehangingwall--- ……
Chashibetsudeposit

(b) Orebodieswithsilicifiedagglomeratehangingwall..· …
Rausudepositandothers.
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